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2≦x のとき 22 ≦≦t において xttx   

 




















  

2

2

0

2
3

2

0

22
2

2

22
2

2

23
2

2

22

3

4
4

3
2

)(2)()())(()(

axta
t

x

dtatxdtatxdttatdtatxtxg

 

x≦2 のとき 22 ≦≦t において txtx   
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22  x のとき xt≦≦2 において txtx   2≦≦tx において xttx   
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)(xg は 2x で連続である。 

3

2
0  a のとき )(xg は 2≦x で単調減少、 x≦2 で単調増加。 

22 ≦≦x 、すなわち 40 2 ≦≦x のとき 

430 2  a であるから、 )(xg は 22 3ax  のとき、最小値 84
2

3 24  aa をとる。 

3

2
a のとき xx ≦≦ 2,2 において 0)( xg 。 

40 2 ≦≦x のとき 43 2 a であるから、 )(xg は 42 x のとき、最小値 08
3

4
4

9

16

2

3
 をとる。 

a
3

2
のとき )(xg は 2≦x で単調増加、 x≦2 で単調減少。 

すなわち、 


)(lim xg
x

であるから、 )(xg は最小値を持たない。 

 

以上により )(xg が最小値を持つ範囲は
3

2
0 ≦a 、最小値は 84

2

3 24  aa  ……(答) 


